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＊
一
般
向
き
　
日
帰
り
　
＊
適
期
＝
1
0
月
上
旬
～
５
月
下
旬
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標
高
は
低
い
が
岩
壁
の
連
な
る
特
異
な
山
城
。
足
元
が
ス
ト
ン
と
切
れ
て
い
る

鎧
岩
の
ト
ラ
バ
ー
ス
や
兜
岩
の
ミ
ニ
岩
登
り
、
稚
子
落
し
の
歴
史
悲
話
と
肝
を
冷

や
す
大
岩
壁
な
ど
、
ス
リ
ル
あ
ふ
れ
る
山
歩
き
。

　
東
京
万
面
か
ら
だ
と
大
月
駅
の
手
前
か
　
　
が
ず
っ
と
続
き
、
丸
山
公
園
の
資
ｎ
朗
の

ら
め
ざ
す
岩
殿
山
が
車
窓
に
広
が
り
、
迫
　
横
を
登
る
楽
し
い
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
で
あ
る
。

力
の
あ
る
一
枚
岩
の
岩
壁
に
心
が
は
ず
む
　
　
一
定
の
ペ
ー
ス
と
リ
ズ
ム
で
登
る
練
習
に

に
達
い
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
な
る
。

　
大
月
駅
を
降
り
た
ら
甲
州
街
道
に
出
な
　
　
登
山
口
か
ら
標
高
２
０
０
□
足
ら
ず
を

い
で
、
さ
つ
き
通
り
商
店
街
を
左
へ
、
線
　
ゆ
っ
く
り
登
っ
て
体
調
も
整
っ
た
頃
、
標

路
を
渡
り
、
丁
字
路
で
右
へ
、
さ
ら
に
信
　
高
５
５
０
□
あ
た
り
で
道
が
分
岐
す
る
。

」
リ
の
あ
る
大
通
り
は
左
へ
析
れ
る
と
、
目
　
直
上
は
岩
殿
城
跡
、
左
は
築
坂
峠
・
兜
岩

の
前
に
岩
殿
山
が
聳
え
て
い
る
。
桂
川
を
　
　
方
面
で
今
日
の
コ
ー
ス
だ
が
、
こ
こ
ま
で

渡
り
、
自
動
座
に
注
意
し
な
が
ら
山
裾
を
　
来
た
の
だ
か
ら
頂
上
の
城
跡
ま
で
登
っ
て

ゆ
る
や
か
に
登
っ
て
い
く
。
登
山
口
に
出
　
お
こ
う
。
1
0
分
足
ら
ず
で
頭
上
の
Ｉ
角
の

る
と
ほ
っ
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
跡
に
出
る
。
南
側
の
ベ
ン
チ
で
ひ
と

　
巾
の
排
気
ガ
ス
に
別
れ
を
告
げ
て
石
段
　
休
み
し
な
が
ら
、
眼
下
の
大
月
の
町
並
み

を
往
っ
て
い
く
。
な
に
し
ろ
急
斜
面
な
の
　
　
や
九
鬼
山
ノ
ュ
ッ
峠
、
倉
岳
山
、
富
士
山

で
ジ
グ
ザ
グ
を
切
っ
て
ぐ
ん
ぐ
ん
標
高
を
　
な
ど
の
懐
か
し
い
山
々
を
眺
め
る
の
は
楽

稼
ぐ
の
が
楽
し
い
。
舗
装
が
終
わ
っ
て
鳥
　
し
い
気
分
だ
。
頂
上
の
本
丸
跡
へ
は
ほ
ん

い
を
く
ぐ
る
丁
ゐ
あ
た
り
か
ら
大
月
市
　
　
の
ひ
と
登
り
、
電
波
塔
が
立
っ
て
い
る
。

巾
の
向
こ
っ
に
富
士
山
が
白
く
光
る
風
景
　
標
高
６
３
４
□
な
の
で
、
高
度
計
チ
エ
ッ

る
　
鉄
塔
ド
は
2
0
入
ほ
ど
が
休
め
る
の
で

休
憩
予
定
地
に
し
て
も
い
い
。
す
ぐ
先
に

祠
が
あ
り
、
右
（
北
北
西
）
に
曲
が
り
下

っ
て
い
く
。
尾
根
は
広
が
っ
て
歩
き
や
す

い
。
３
つ
目
の
鉄
塔
に
つ
き
、
高
圧
縮
を

石
Ｌ
に
見
な
が
ら
ゆ
る
や
か
に
登
っ
て
い

く
と
石
へ
道
を
分
け
、
左
に
向
か
う
。

　
ま
も
な
く
左
側
が
ス
パ
ノ
と
切
れ
た
岩

壁
の
ト
に
出
る
。
こ
こ
が
稚
子
落
し
で
、

谷
の
つ
め
が
す
ば
ら
し
い
岩
屏
風
で
囲
ま

れ
て
い
る
。
谷
の
出
目
の
向
こ
う
に
大
月

の
町
が
見
え
る
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
面
白
い
。

こ
の
あ
た
り
が
休
憩
に
い
い
が
、
さ
ら
に

岩
県
の
土
を
Ｕ
字
に
め
ぐ
っ
て
最
後
の
ピ

岩壁の切れ落ちた稚児落し

Ｉ
ク
ま
で
い
っ
て
も
い
い
。
小
さ
い
山
に

秘
め
ら
れ
た
意
外
な
岩
壁
に
は
誰
も
が
驚

く
だ
ろ
う
。
低
山
だ
か
ら
と
、
油
断
は
禁

物
と
肝
に
命
じ
て
お
こ
う
。

　
稚
子
落
し
の
最
後
の
ピ
ー
ク
か
ら
は
下

り
に
な
る
。
も
う
岩
壁
の
危
険
は
な
い
が
、

ほ
っ
と
し
た
と
こ
ろ
で
木
の
根
、
岩
屑
に

は
注
意
し
て
下
ろ
う
。
右
下
に
ち
ら
ほ
ら

と
民
家
の
白
壁
が
見
え
、
高
度
は
ぐ
ん
ぐ

ん
下
が
る
。
や
が
て
ゆ
る
や
か
に
な
っ
て

樹
間
を
抜
け
る
と
、
沢
を
渡
っ
て
民
家
の

前
に
出
て
、
道
は
立
派
な
舗
装
路
に
変
わ

る
。
少
し
先
で
丁
字
路
に
出
て
、
左
へ
と

ド
る
。ｊ
九
鬼
山

ク
に
い
い
。

　
頂
上
か
ら
分
岐
ま
で
戻
り
、
い
よ
い
よ

稚
子
落
し
へ
の
山
稜
に
入
る
。
し
ば
ら
く

は
急
斜
面
を
斜
め
に
下
っ
て
い
く
。
西
へ

向
き
を
変
え
て
尾
根
を
歩
く
よ
う
に
な
る

と
、
築
坂
峠
に
下
り
つ
く
。
標
高
４
７
５

言
で
、
北
に
下
れ
ば
下
畑
倉
へ
い
け
る
。

　
こ
の
先
で
高
圧
縮
鉄
塔
に
出
合
う
。
こ

の
あ
た
り
ま
で
は
普
通
の
山
道
だ
っ
た
が
、

こ
れ
か
ら
岩
混
じ
り
の
面
白
い
コ
ー
ス
に

変
わ
っ
て
く
る
。
小
さ
い
岩
を
越
え
て
1
0

分
ほ
ど
で
丁
字
路
の
小
さ
い
ピ
ー
ク
に
出

る
。
左
へ
折
れ
る
と
す
ぐ
に
岩
壁
に
出
る

鏡
岩
で
、
足
元
は
狭
い
バ
ン
ド
で
ス
パ
。

と
切
れ
落
ち
高
度
感
も
十
分
。
し
か
し
手

す
り
も
あ
る
の
で
、
落
ち
着
い
て
ゆ
っ
く

り
渡
れ
ば
問
題
な
く
パ
ス
、
す
ぐ
岩
の
間

を
よ
じ
登
っ
て
七
の
登
山
道
に
出
る
。
鎖

や
予
が
か
り
が
あ
る
の
で
危
険
は
少
な
い

岩
場
は
あ
せ
ら
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
ニ
占
確

保
で
通
過
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　
岩
場
か
ら
普
通
の
山
道
を
少
し
登
っ
て

小
ピ
ー
ク
に
出
て
、
一
転
し
て
標
高
弟
頷

□
ほ
ど
下
り
、
登
り
返
す
。
岩
峰
を
巻
い

た
の
だ
。
あ
と
は
ゆ
っ
た
り
と
い
く
。
ま

も
な
く
一
圭
子
路
に
狸
り
つ
く
の
で
、
左
へ

向
か
う
と
天
神
山
の
高
圧
線
鉄
塔
が
現
れ

　
道
標
に
注
意
し
て
左
側
の
民
家
と
物
置

の
間
を
抜
け
、
吊
橋
を
渡
っ
て
対
岸
の
バ

ス
道
路
に
出
る
。
バ
ス
の
本
数
は
少
な
い

し
、
た
ぶ
ん
ま
だ
歩
き
足
り
な
い
だ
ろ
う

か
ら
、
そ
の
ま
ま
大
月
駅
ま
で
歩
い
て
い

く
と
い
い
。
こ
こ
の
バ
ス
は
自
由
乗
降
制

な
の
で
、
歩
い
て
い
る
途
中
で
も
手
を
上

げ
れ
ば
停
ま
っ
て
く
れ
る
。

　
道
は
中
ｍ
ハ
自
動
車
道
の
高
架
の
手
前
で

Ｙ
字
路
と
な
り
、
左
の
集
落
の
な
か
を
い

く
。
中
央
道
の
下
を
く
ぐ
り
、
桂
川
を
渡

っ
て
ゆ
る
や
か
に
登
り
大
月
駅
に
向
か
う
。

し
ば
ら
く
は
自
動
車
と
Ｉ
緒
な
の
で
端
を

。
一
列
で
歩
こ
う
。

＊
一
般
向
き
　
日
帰
り
　
＊
適
期
＝
９
月
下
旬
～
５
月
下
旬

　
富
士
山
を
背
に
御
正
体
山
や
杓
子
山
、
高
座
山
が
並
び
、
御
坂
山
塊
の
向
こ
う

に
は
南
ア
ル
プ
ス
中
部
の
山
々
も
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
大
展
望
が
す
ば
ら
し
い
山
頂

と
、
足
元
の
時
運
５
０
０
キ
ロ
の
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
を
尻
目
に
時
速
２
‘
’
ロ
で

登
る
楽
し
さ
。

　
ア
プ
ロ
ー
チ
が
富
士
急
行
線
の
駅
か
ら
　
便
利
さ
は
、
ご
く
気
楽
に
出
か
け
ら
れ
る

す
ぐ
で
、
下
山
も
ま
っ
す
ぐ
駅
へ
と
い
う
　
利
点
で
あ
る
。

｜

○
岩
殿
山

Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
大
月
駅
（
１
５
分
）
登
山
口

（
5
0
分
）
岩
殿
山
（
2
0
分
）
築
坂
峠
（
4
0
分
）

天
神
山
（
2
0
分
）
稚
子
落
し
（
3
0
分
）
浅
利

（
4
0
分
）
大
月
駅

歩
程
＝
３
時
間
3
5
分

地
形
図
＝
５
万
／
都
留
　
2
.
5
万
／
大
月

○
山
行
ア
ド
バ
イ
ス

・
岩
殿
山
へ
は
東
側
の
円
通
寺
コ
ー
ス

と
北
の
神
宮
橋
コ
ー
ス
も
あ
る
が
、
ア

プ
ロ
ー
チ
が
長
い
。
岩
殿
山
頂
上
か
ら

縦
走
に
入
る
と
す
ぐ
築
坂
峠
に
出
る

が
、
体
調
が
悪
か
っ
た
り
天
候
悪
化
の

時
は
北
へ
の
逃
げ
遂
に
な
る
。
南
へ
下

る
と
中
央
自
動
車
道
で
行
き
止
ま
り
に

な
る
か
ら
注
意
。

・
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
、
ヤ
マ
ブ
キ
、
桐
、
桜

な
ど
季
節
の
樹
の
花
を
は
じ
め
、
足
下

に
は
４
月
中
旬
～
５
月
中
旬
に
は
チ
ゴ

ユ
リ
、
４
月
上
旬
～
下
旬
に
は
ジ
ュ
ウ

ニ
ヒ
ト
エ
、
４
月
中
旬
～
５
月
中
旬
に

は
イ
カ
リ
ソ
ウ
、
３
月
下
旬
～
５
月
上

旬
に
は
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
な
ど
の
里
山

ら
し
い
花
が
多
い
。

　
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
大
月
駅
で
富
士
急
行
縁

に
乗
り
換
え
、
禾
生
駅
で
土
早
。
国
道
Ｉ

３
９
号
線
に
出
て
左
折
、
1
0
分
ほ
ど
で
落

合
倶
を
渡
っ
て
右
上
に
い
く
道
に
入
る
。

道
標
に
従
っ
て
家
並
み
の
な
か
を
い
く
と

す
ぐ
左
へ
、
愛
宥
押
社
へ
の
道
標
に
従
っ

て
登
る
。
す
ぐ
に
標
高
４
３
０
□
に
立
つ

神
社
を
上
に
見
て
、
登
山
道
は
ゆ
る
や
か

に
登
っ
て
い
く
。
古
い
山
仕
事
の
道
ら
し
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ｒ’マ

い
、
少
し
え
ぐ
れ
た
渦
状
の
山
道
で
、
ア

カ
マ
ツ
の
多
い
林
の
斜
面
な
の
で
涼
し
い

の
が
あ
り
か
た
い
。

　
道
標
は
要
所
に
き
ち
ん
と
立
っ
て
い
る

の
で
、
ま
ず
不
安
は
な
い
。
よ
う
や
く
汗

ば
む
頃
、
石
斜
面
を
か
ら
ん
で
登
っ
て
い

た
道
が
。
度
稜
線
に
出
て
、
も
う
一
度
斜

面
を
か
ら
ん
で
急
坂
を
登
り
切
る
と
、
ゆ

っ
た
り
と
し
た
尾
根
の
卜
に
出
る
。
北
東

に
向
か
っ
て
い
た
道
は
9
0
度
右
に
折
れ
て

南
東
に
向
か
う
。
息
を
整
え
る
の
に
ち
ょ

う
ど
よ
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

　
こ
こ
ま
で
は
故
日
通
の
山
道
だ
っ
た
が
、

こ
の
ず
川
に
近
い
尾
根
が
、
突
然
傾
斜
を

く
回
り
の
よ
い
広
場
に
つ
く
。
紺
屋
休
場

と
呼
ば
れ
る
場
所
で
、
大
人
数
で
も
ゆ
っ

た
り
休
め
る
。

　
後
は
よ
い
道
を
ほ
ぼ
稜
線
ど
お
り
に
下

っ
て
い
く
　
や
が
て
稜
線
乍
巨
進
し
て
礼

公
峠
に
向
か
う
コ
ー
ス
を
石
に
分
け
、
山

腹
を
横
切
っ
て
い
く
道
に
入
る
。
分
岐
点

に
は
「
田
野
倉
へ
」
の
道
標
が
あ
る
。
礼

金
峠
付
近
で
は
存
先
に
チ
ゴ
ユ
リ
、
キ
ン

ラ
ン
、
ジ
ュ
ウ
ニ
ヒ
ト
エ
、
タ
ツ
ナ
ミ
ソ

ウ
、
イ
カ
リ
ソ
ウ
、
ホ
ウ
チ
ャ
ク
ソ
ウ
、

加
え
て
標
高
差
１
０
０
□
ほ
ど
の
鉄
砲
登

り
に
な
る
。
補
助
ザ
イ
ル
が
張
っ
て
あ
る

の
で
い
く
ら
か
助
か
る
が
、
呆
れ
る
よ
う

な
登
り
で
、
誰
で
も
息
を
切
ら
し
、
ふ
く

ら
は
ぎ
が
痛
く
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
鉄
砲

登
り
が
終
わ
る
と
、
樹
林
の
。
部
が
切
れ

て
富
士
山
が
正
面
に
見
え
る
平
坦
な
尾
根

に
出
る
。
こ
こ
は
ど
う
し
て
も
ひ
と
休
み

し
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　
ゆ
る
や
か
な
尾
根
道
は
、
も
う
。
度
傾

斜
を
増
し
て
高
度
を
稼
ぐ
が
、
先
は
ど
の

直
登
に
比
べ
れ
ば
楽
な
も
の
。
ゆ
っ
く
り

と
登
り
つ
め
れ
ば
、
ポ
ン
と
富
士
見
平
に

飛
び
出
す
。
山
頃
部
の
南
西
の
肩
に
あ
た

る
場
所
で
標
高
９
０
０
封
、
カ
ヤ
ト
の
向

こ
う
に
は
富
士
山
か
中
心
に
三
ツ
峠
や
杓

子
山
な
ど
が
ず
ら
っ
と
並
ん
で
い
る
。
三

角
点
の
あ
る
山
頂
は
こ
こ
か
ら
３
分
ほ
ど

だ
が
展
望
が
き
か
な
い
の
で
、
こ
こ
で
ゆ

っ
く
り
休
ん
で
い
こ
う
。
南
ヘ
ド
る
道
は

登
り
目
で
分
か
れ
た
杉
山
新
道
だ
。
逆
コ

ー
ス
の
時
に
は
急
坂
が
少
な
い
の
で
下
山

路
に
選
ぶ
と
よ
い
。

　
Ｌ
一
分
に
休
ん
だ
ら
北
へ
向
か
う
。
少
し

の
登
り
で
標
高
９
７
０
び
の
九
鬼
山
頂
に

出
る
。
西
側
に
わ
ず
か
な
展
望
が
あ
る
だ

け
の
樹
林
の
頃
だ
。

マ
ム
シ
グ
サ
、
ホ
タ
ル
カ
ズ
ラ
な
ど
が
目

を
栗
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

　
札
金
峠
か
ら
下
っ
て
き
た
道
と
合
流
し
、

左
下
へ
と
折
れ
て
下
る
と
、
意
外
な
ほ
ど

の
近
さ
で
林
道
に
出
る
。
沢
の
水
五
日
を
聞

き
な
が
ら
林
道
を
足
ま
か
せ
に
下
っ
て
い

く
と
札
金
鉱
泉
跡
の
廃
屋
が
あ
り
、
谷
が

明
る
く
な
れ
ば
富
士
急
行
線
の
線
路
が
近

づ
く
。
国
道
へ
出
る
と
参
加
騒
が
し
い
か

ら
、
水
路
を
渡
っ
て
右
の
道
に
入
れ
ば
、

ま
も
な
く
田
野
倉
駅
に
つ
く
。

Ｊ
Ｊ
御
正
体
由

＊
一
般
向
き
　
日
帰
り
　
＊
適
期
＝
９
月
中
旬
～
６
月
下
旬
　
琲

―
－
　
　
　
　
　
　
２

　
　
１
　
　
　
　
・
　
Ｉ
　
９

　
入
山
・
下
山
時
の
足
の
不
便
さ
は
、
山
の
静
け
さ
を
約
束
し
て
く
れ
る
。
深
々

と
し
た
樹
林
帯
の
し
っ
と
り
と
し
た
登
り
と
、
頂
上
近
く
の
ブ
ナ
林
の
魅
力
が
忘

れ
が
た
い
。

　
富
Ｌ
急
行
程
都
留
市
駅
か
ら
の
バ
ス
は
　
　
一
二
幅
神
社
、
た
ん
た
ん
と
延
び
る
湿
っ
た

少
な
い
の
で
、
タ
ク
シ
ー
を
利
川
し
た
い
　
　
林
道
は
ペ
ー
ス
を
整
え
る
の
に
よ
い
。
仏

駅
か
ら
1
0
分
ほ
ど
で
細
野
の
三
輪
神
社
、
　
沢
を
渡
っ
て
ま
も
な
く
７
５
５
□
地
点
で

御
正
体
山
登
山
口
に
つ
く
。
高
度
計
を
持
　
　
林
道
が
終
わ
り
、
登
山
道
に
入
る
、

っ
て
い
る
な
ら
標
高
６
４
５
口
に
禎
ぷ
に
し
　
　
　
沢
の
水
呑
を
左
下
に
聞
き
な
が
ら
、
深

て
石
ト
の
林
道
に
入
る
。
が
に
立
つ
の
が
　
　
深
と
し
た
樹
林
帯
を
登
っ
て
い
く
。
９
４

○
九
鬼
山

富
士
急
行
線
禾
生
駅
（
1
5
分
）
落
合
橋
（
1
0

分
）
愛
宕
神
社
（
１
時
間
3
0
分
）
富
士
見
平

（
３
分
）
九
鬼
山
（
1
5
分
）
田
野
倉
・
朝
日
小

沢
分
岐
（
2
5
分
）
紺
屋
休
場
（
2
0
分
）
札
金
峠

道
と
の
合
流
点
（
1
0
分
）
林
道
（
2
0
分
）
札
金

鉱
痕
跡
（
2
0
分
）
富
士
急
行
線
田
野
倉
駅

歩
程
＝
３
時
間
4
8
分

地
形
図
＝
５
万
／
都
留
　
2
.
5
万
／
大
月
、

　
下
山
路
は
北
東
方
向
へ
向
か
い
、
急
な

斜
面
か
ら
尾
根
を
た
ど
る
よ
う
に
な
る
。

露
岩
の
あ
る
や
せ
た
尾
根
の
急
下
降
な
の

で
、
注
意
し
て
ゆ
っ
く
り
下
ろ
う
。
や
が

て
ア
カ
マ
ツ
の
林
に
な
り
傾
斜
も
ゆ
る
ん

で
く
る
と
、
ひ
と
下
り
で
道
標
に
ぶ
つ
か

る
。
地
面
に
落
ち
て
い
る
右
へ
の
道
標
は

「
朝
日
小
沢
・
猿
橋
方
面
」
で
廃
道
に
近
い

荒
れ
た
道
。
コ
ナ
ラ
の
幹
に
つ
け
ら
れ
て

い
る
の
は
「
礼
金
峠
に
下
る
…
」
。
も
ち
ろ

ん
左
へ
、
尾
根
か
ら
谷
の
源
頭
部
の
斜
面

を
横
切
る
よ
う
に
下
っ
て
い
く
。
多
少
足

元
の
悪
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
ま
ず
は
歩

き
や
す
い
道
だ
。

　
斜
面
を
か
ら
ん
で
き
た
道
が
尾
根
に
出

る
。
大
月
巾
と
都
留
市
の
境
界
尾
根
だ
。

幅
の
広
い
ゆ
る
や
か
な
下
り
で
、
ま
も
な

一

⑤
御
正
体
山

富
士
急
行
線
都
留
市
駅
（
富
士
急
都
留
中

央
バ
ス
2
5
分
／
タ
ク
シ
ー
1
0
分
）
御
正
体

入
口
・
三
輪
神
社
（
2
5
分
）
林
道
終
点
（
2
0

分
）
沢
を
渡
る
（
3
5
分
）
今
倉
山
展
望
地
（
5
0

分
）
障
害
跡
・
鹿
留
分
岐
（
3
0
分
）
御
正
体

山
（
4
0
分
）
七
合
目
（
3
5
分
）
林
道
（
3
0
分
）
御

正
橋
（
3
5
分
）
唐
沢
（
富
士
急
都
留
中
央

バ
ス
5
0
分
）
富
士
急
行
線
富
士
吉
田
駅

歩
程
＝
５
時
間

地
形
図
＝
５
万
／
山
中
湖
、
都
留
　
2
.
5

万
／
御
正
体
山
、
都
留

⑤
山
行
ア
ド
バ
イ
ス

・
下
山
し
て
か
ら
の
帰
路
の
足
を
ど
う
す

る
か
、
し
っ
か
り
決
め
て
お
こ
う
。
御
正

橋
を
通
る
バ
ス
の
午
後
便
は
、
１
３
時
4
0
分

前
後
の
１
便
の
み
で
あ
る
。
タ
ク
シ
ー
利

用
が
一
般
的
だ
。

・
都
留
市
に
は
富
士
急
山
梨
ハ
イ
ヤ
ー
都

留
営
業
所
�
０
５
５
４
・
4
3
・
２
８
０

０
、
ツ
ル
タ
ク
シ
ー
�
０
５
５
４
・
4
3
・

都
留
○
山
行
ア
ド
バ
イ
ス

・
急
な
登
り
は
ど
う
し
て
も
苦
手
と
い
う

場
合
は
、
少
し
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
に
な
る
が
、

愛
宕
神
社
下
で
分
か
れ
る
杉
山
新
道
を
登

れ
ば
よ
い
。
た
だ
し
、
多
少
は
楽
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
程
度
と
思
っ
た
ほ
う
が
よ
い
。

・
水
は
途
中
で
得
ら
れ
な
い
の
で
、
必
ず

下
か
ら
持
っ
て
い
こ
う
。

｜

｜

｜

２
３
４
９
が
あ
り
、
細
野
ま
で
は
約
１
９

０
０
円
。
山
中
湖
に
は
、
共
和
タ
ク
シ
ー

昔
０
５
５
５
・
6
2
・
１
３
１
３
、
富
士

急
山
梨
ハ
イ
ヤ
ー
山
中
湖
営
業
所
�
０
５

５
５
・
6
2
・
０
６
６
６
、
三
立
タ
ク
シ
ー

山
中
湖
営
業
所
�
０
５
５
５
・
6
2
・
２
５

２
５
、
山
梨
貸
切
自
動
車
旭
日
丘
営
業
所

1
1
0
５
５
５
・
6
2
・
０
１
４
９
が
あ
り
、

御
正
橋
か
ら
バ
ス
の
便
の
あ
る
平
野
ま
で

約
４
０
０
０
円
。
平
野
か
ら
は
、
富
士
吉

田
駅
行
き
の
バ
ス
、
ま
た
中
央
自
動
車
道

経
由
の
新
宿
行
き
高
速
バ
ス
が
あ
る
。

・
御
正
体
山
に
限
ら
な
い
が
、
国
土
地
理

院
発
行
の
地
形
図
に
記
さ
れ
た
登
山
道

は
、
現
状
と
異
な
る
こ
と
が
あ
る
。
と
く

に
空
中
測
量
に
変
わ
っ
て
か
ら
、
登
山
路

の
つ
け
変
え
が
あ
っ
て
も
な
か
な
か
地
図

上
に
反
映
さ
れ
な
い
よ
う
だ
。
コ
ン
パ
ス

や
高
度
計
な
ど
を
使
っ
て
自
分
で
地
形
図

を
修
正
し
て
い
く
と
、
山
登
り
は
い
よ
い

よ
面
白
く
な
る
。

190
191

Ｏ
□
地
点
で
２
万
５
子
分
の
Ｉ
地
形
図
に

あ
る
直
進
路
は
消
え
、
左
の
沢
を
渡
っ
て

対
岸
の
斜
面
を
左
上
へ
と
登
っ
て
尾
根
に

出
る
。
こ
こ
か
ら
は
広
い
尾
根
を
緩
急
織

り
混
ぜ
な
が
ら
登
る
。
１
０
０
０
□
を
越

え
た
あ
た
り
で
平
ら
に
な
り
、
や
が
て
カ

ラ
マ
ツ
の
林
の
な
か
を
急
登
す
る
と
１
１

９
０
□
で
左
手
に
展
望
が
開
け
る
。
い
ま

１

ま
で
は
あ
ま
り
大
き
な
風
景
が
見
え
な
か

っ
た
の
で
、
ひ
と
息
入
れ
た
く
な
る
と
こ

ろ
だ
。
北
東
方
向
の
展
望
は
今
倉
山
や
道

坂
峠
、
道
志
二
十
六
夜
山
へ
の
稜
線
で
、

尾
巻
沢
対
岸
の
集
落
も
点
々
と
見
え
る
。

　
ま
だ
し
ば
ら
く
は
急
な
登
り
が
続
く
が
、

広
く
ゆ
る
や
か
な
尾
根
に
出
て
か
ら
は
ほ

ぼ
。
・
定
の
傾
斜
で
高
度
を
稼
い
で
い
く
。
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